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平
成
1
0年
度
上
半
期

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

区
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
、
6
月
と
1
2月

に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
区
財

政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
す
。
今
回
は
1
0年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
1
0年
9
月
3
0日

現
在
の
も
の
で
す
)
。

上
半
期
財
政
運
営
の
状
況

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度

当
初
比
3
.
1
%増
と
5
年
ぶ
り
の
増
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
歳
入

の
根
幹
を
な
す
特
別
区
税
は
特
別
減
税

の
実
施
に
よ
り
減
収
に
転
じ
、
現
在
そ

の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
減

収
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
え

る
な
ど
、
区
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶

助
費
。
区
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公

債
費
を
中
心
と
し
た
義
務
的
経
費
が
著

し
く
増
加
し
て
お
り
、
新
た
に
清
掃
事

務
移
管
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
対
応
な

ど
、
ま
す
ま
す
行
政
需
要
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

区
で
は
今
後
も
、
財
源
の
確
保
を
図

り
な
が
ら
、
長
期
的
視
点
に
た
っ
た
財

政
運
営
に
努
め
、
行
政
の
効
率
的
執
行

と
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

名
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

上
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「さ
の
」　

「中
川
」「西
新
井
」「鹿
浜
」
開
設

▽
区
立
「さ
つ
き
保
育
園
」開
設

▽
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
「
六
月
1
号
棟
≒
一

ツ
家
」
開
設

▽
「
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
」
開
設

▽
保
育
室
「
エ
ン
ジ
ェ
ル

ーキ
ッ
ズ
ー

サ
ポ
ー
ト
一
運
営
委
託

▲ 在宅介護支援センター 「さ の」

特
別
区
債
の

現

在

高

区
の
施
設
、
道
路
。
公
園

等
の
大
規
模
な
建
設
事
業
な

ど
に
は
、
一
時
的
に
多
額
の

財
源
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
財
源
補
充
の
た
め
区
が

長
期
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ

た
資
金
の
状
況
で
す
。9
月
3
0

日
現
在
の
総
額
は
、1
千
3
4
3

億
3
千
3
3万
円
で
す
。

問
先
=
予
算
課
財
政
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

特別区債の現在高
< 一般会計分>

< 用地特別会計分>

区有財産の状況
財産紕耨9, 964僮2, 335万円

10年 度各会計予算執行状況

あなたの納める1, 000 円はこのように使われます。

402円
お年寄りや体の不自由な方など
の福祉のために

138 円
防災対策、選挙、
広報 ・広聽な ど
に

124円
校舎整備や生涯
学習のために

119円
道路や公園の整
備のために

70円
区が借り入れた区
債の償還など

に

64円
区民の健康を守
る保健所等の運
営に

64円
他会計の不足額
に対する繰出金

13円
地域産業の振興
や消費者保護の
ために

5 円
議会の運営に

1 円
そのほかに

区民負担の状況 今号の主な内容
2
・
3
面
▽
年
末
年
始
の
業
務
案
内
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
生
業
資
金
貸
付

4
・
5
面
▽
給
与
の
公
表
/
施
設
オ
ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
モ
デ
ル
事

業
/
大
み
そ
か
豆
辞
典

6
・
7
面
▽
成
人
の
日
の
集
い
/
千
寿
七
福
神
め
ぐ
り
/
足
立
区

地
域
振
興
券
(
商
品
券
)
支
給
/
年
金
相
談
/
ひ
ろ
ぱ
8

面
▽
▽
▽
花
だ
よ
り
/
リ
サ
イ
ク
ル
エ
夫
展
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン

ダ
ー
ー
月

葦
立
ち

年
の
瀬
に

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
慌
し
さ
の
中
に
も

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
感
慨
を

お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
長
引
く
不
況
の

影
響
で
、
区
内
ど
こ
へ
行
っ
て
も

大
変
厳
し
い
お
話
を
伺
い
声
妊

。

一
方
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ーパ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
も
あ

り
、
と
も
に
大
成
功
を
お
さ
め
ま

し
た
。
足
立
区
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
大

会
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
区
政
の
面
で
は
、
4
月

に
「
足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
」が
区
内
令
域
で
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
4
月
3
0日
に
は
、

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
可
決
成
立
。こ
れ
に
よ

っ
て
東
京
2
3区
は
、
永
年
の
愬
願

で
あ
っ
た
特
別
区
制
度
の
改
革
が

実
現
し
ま
す
。
平
成
1
2年
4
月
か

ら
は
、
2
3区
が
個
々
に
「
市
」
と

同
等
の
権
能
を
持
つ
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
清
掃
事
業
を
は
じ

め
、
3
0を
こ
え
る
様
々
な
仕
事
が

都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
1
2年
度
は
、

介
護
保
険
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
来
年
度
中
に
は
、
様
々
な
準

備
を
完
了
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。区

民
の
皆
様
の
ご
協
力
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
一
年
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
良
い
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い

。
区
長

吉
田
万
三

冦哨祕ヨミ入j j l ( 10 年12月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 271, 739 人口: 636, 037人( 男: 322, 067 人, 女: 313, 970人)
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年末年始の業務案内
表の× 印は休業です

※ 1コミュニティ文化・スポーツ公社は、12月28日～1月4日の間、総合受付窓口( 保養所予約　　
等) も休みます

※ 2 勤労福祉会館の3 月分施設利用抽選会は、1 月5 日に行います

清
掃
作
業

□
可
燃
・
不
燃
ご
み

年
末
は
1
2月
3
0日
伽
ま
で
、
年
始
は
1

月
5
日
㈹
か
ら
阻
日
ど
お
り
収
集
し

ま
す
。

□
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み

年
末
は
1
2月
2
8日
圓
、
第
4
月
曜
日

の
地
区
ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日
㈹
、

第
1
火
曜
日
の
地
区
か
ら
収
集
し
ま

す
。

※
粗
大
ご
み
は
粗
大
ご
み
受
付

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

酋
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

く
わ
し
く
は
、
集
積
所
の
ピ
ラ
を
】

ご
覧
く
だ
さ
い

年
末
年
始
は
収
‘
'
J

集
時
刻
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
い

す
の
で

当
日
は

午
前
8

時
3
0
一

分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

心

□
し
尿

年
末
は
1
2月
3
0日
廁
ま
で
、
年
始
は
1

月
5
日
㈹
か
ら
収
集
し
ま
す
。

1
い
ず
れ
も
1

問
先
=
足
立
東
滴
掃
事
務
所

酋
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1
　
　
　

足
立
西
清
掃
事
務
所

豐
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

休日診療所
12月29 日から1 月3 日まで休
日診療所( 下表) を開設します。

なお、日曜日、祝日も閧設して
います。

休日診療所一覧

救急病院のご案内
D消防庁災害救急情報センターS3212- 2323

夜間・休日診療機関等のご案内
D 東京都保健医療情報センター
(健康案内ひまわり)

05272 ―0303

※ 食中毒、伝染病昴牛等の緊急
の場合は、東京都保健医療情報
センターにご連絡ください

宿 泊 施 設 イン フ ォメ ー ショ ン

▼
3
・
4
月
分
の
利
用
案
内
▲

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ

(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
1

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)
期
間

=
1
月
5
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果

を
1
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付
=

当
選
者
は
、2
月
1
1日
ま
で
に
各
公

社
施
般
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

□
3
・
4
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
甲
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
2
月
1
2

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

□
1
2・
1
・
2
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ

ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し
込

み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)
。

● 各施設利用案内3 ・4 月利用分

※利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
・「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください

● コミュニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間=( 1) ～( 20) は午前9時～午後8時、0は午前10時～午後6時( 毎逓月羅日、休館) @は午前9時～午後5時( 土一日・祝日を除く)
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健康カレンダー
　
1月の
予定

保

健

福

祉

ガ

イ

ド

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
受
付
・
・
・
1
月
2
0
日
團
、

午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
▽
結
果
受
付
・
:

2
月
2
日
次
、午
前
9
時
4
5
分
～
1
0
時

対
象
―
C
O
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
―
骨
密
度
、
体
脂
肪
、
血
圧
測
定
、

尿
、
血
液
検
査
(

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
貧
血
等
)
定
員
=
3
0
人
　

(
抽
選
)
費
用
―
無
料
申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

年
齢
、電
話
番
号
、
「女
性
の
た
め
の
健

康
づ
く
り
」と
明
記
期
限
=
1
月
5

日
必
着
場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健

所
〒
閇
一
・
〇
〇
3
6
千
住
仲
町
2
4
-

ワ
`
昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

「
自
立
生
活
セ
ミ
ナ
ー
」

日
程
等
―
表
1

場
所
―
竹
の
筱
障
害

福
祉
館

対
象
=
区
内
在
住
で
自
立
生

活
に
関
心
の
あ
る
肢
体
不
自
由
者

講

師
=
身
体
障
害
者
相
談
員

森
田
一
男

氏
、
池
上
濱
子
氏

定
員
=
2
0人
程
度

費
用
―
無
料

申
込
a
電
話

期
限
=
1

月
1
4日

申
・
問
先
l
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1 自 立生活セミ ナー日程

※ いずれも金曜日、午後1時30分～4時

第4 回

足
立
区

生
業
資
金

貸

付

対
象
=

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で

、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ

、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
・・・
区
内
に
1

年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/

住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

貸
付
額
=
I
世
帯
1
5
0
万
円
以
内

(予
定
利
率
0
4气

据
置
期
間
中
は
無

利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
置
後
6
0

回
元
利
均
等
償
還

申
込
=
申
込
書

を
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
1
月
5
日

か
ら
、貸
付
係
窓
口
、区
民
事
務
所
(
中

央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、福
祉
事

務
所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
ま
す

受
付
期
間
-
1
月
1
1
J

日
～
2
2日

※
次
回
の
貸
付
(
1
1年
度

第
1
回
)
は
、
n
年
4
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す

申
・
問
先
=
貸
付
係

難
病
患
者
福
祉
手
当

対
象
疾
病
を

追
加
し
ま
し
た

「
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
≒
バ
ッ
ド

ー
キ
ア
リ
症
候
群
」「
特
発
性
慢
性
肺
血

栓
塞
栓
症
(
肺
高
血
圧
型
)
」の
3
つ
の

疾
訶
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
の
疾
訶
に
該
当
す
る
医
療
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
福
祉
事
務
所
に
手
当
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
・
高
齢
者
福
祉
手
当
と

の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん

問
先
=
福
祉

事
務
所
(
表
2
)
ま
た
は
在
宅
福
祉
係

表2 福祉事務所一覧
障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
。
東
京
都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談

員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

日
程
等
H
‥表
3

表31 月の相談実施日

都指定
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習

2
級
課
程
(
夜
間
)

期
間
=
1
1
年
1
月
1
1
日
か
ら
3
月
2
9
日

ま
で
の
う
ち
4
0
日
間
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み
)
▽
講
義
・
:
午
後
6
時
か

ら
2
～
4
時
問
▽
施
設
実
習
…
午
前
9

時
か
ら

対
象
=
(
1
)ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
(
2
)既

に
働
い
て
い
る
方
で
、3
級
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
(
免
除
制
度
あ
り
)

定
員
儿
`
人
費
用
1
5
万
5
千
円

申
込
=
所
定
の
申
込
票
(
各
福
祉
事
務

所
、
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
配
布
)
を

持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
1
1
1年
1
月
8

日

場
・
申
先
=
老
人
保
健
施
設
し

ら
さ
ぎ

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
8
-
1
2
-
1
0

問
先
―
老
人
保
健
施
設
し
ら

さ
ぎ

昔
(
5
6
8
1
)
5
0
0
1

ま
た
は
高
齢
福
祉
計
画
係

1 月の畦 勹
がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区および勤務先等で同種の検診を受けた方は除き ヨ

ます。 申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名(フリガナ)、生年月日、ヨ
年齢、性別、電話番号i 希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先i
へ。後日、受診票と案内をお送りします。 ※ 消化器がん検診は検診 ヨ
日、受診場所も第3 希望まで明記1
成 人 健 康 診 査 と 女 性 が ん 検 診　 問 先= 保 健 予 防 係 　3880- 5111 ㈹

□ 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭和8 年4 月1 日以降生ま
れ)の区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、心臓、
肝臓、じん臓の病気や糖尿病、高血圧、高脂血症等について調べます
□ 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容==乳がん検診と
子宮がん検診

- いずれも 一
日時等= 受診票を受けとってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関で
受診 申先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

消 化 器 が ん 検 診　 問 先= 足 立 保 健 所 診 療 放 射 線 　3855- 4156( 直 通) 　

日 程等= 下表 対象=35 歳以 上の区民 ※ 胃を切 除した方、胃 の病!
気で治療中の方、妊娠してい ると思われる方は受 診でき ませ ん 内I
容=X 線撮影による胃が ん検診と検便による大 腸がん検診 期 限=
受 診希望月の前月15 日消 印有効。受診票送付は前月末 日( 2 月を受 診
希望の場合1 月15 日消印有 効、送付は1 月末日) 申先= 足 立保健所
診療放射線 〒121- 0822 西 竹の塚2- 12- 8

3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場

・

申

・

問

先

…
場

所

・

申

し

込

み

先

・

問

い

合

わ

せ

先
　

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

1 月の家族介護者教室のご案内

訂
正
と
お
わ
び

1
1月
2
5日
号
の
保
育
園
児

募
集
記
事
で
誤
り
が
あ
り
ま

し
た

。
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す

。

▽
保
育
園
一
覧
(

表
4
)

の

保
育
園
名

(誤
)
東
関
原
↓
(
正
)
東
栗
原
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職員の給与等を
公表します

暇員の給与等の実態を区民の皆さM こご理解いただくため。次のとおり 公表します。

職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生針費、国や他の地方公共団体の殿員の

給与、民間企業の従業員の給与、その他の事情を考慮して定めら れることになっています。

この題旨に基づいて、23区共同で設置している特別区人事委員会が、笛年、 特別区内の民

間企業従業員の給与実態を膺査し、これと職員給与を比 較し、さらに生計費や国、他の地方

公共団体の給与なども考慮して、勧告を行っています。

職貝の給与は、こ の勧告に基づき、区議会の番議を 経て、「職員の袷与に関する条例」で定

めら れています。 問先= 給与係 豐3880- 5111 ㈹

曽 過会肝 の鍮出 額に 占める 人件l 率 およ び脅 員絡 率の 推档

職 員 手 当 の 状 況 ( 10年4 月1 日現在)

*S ● 手 当の1 人 当 たり 平 均 支略 額 は 、 前年 纜 に 退・ し た 全 ● ● に 係 る 皿 異 に支 略 さ れ た平 均 頷 です

人件費の状況 ( 9 年 厦 喬 通 会 計 決 算)

*人件費とは、一般職異に支給される給与である職興給と区侵や謙異など特別昧|ご支魅される
給料・報酬・手当のほか共済費( 社会保険料の事東主負廻分) などの合肝をいいます
*普通会計とは、地方自冶体相互周の比取を可慶とさせるため、全国同一基準で集肝した統肝上
の会計です

職員給与費の状況 ( 10年度普通会計予算)

*「廠員手当」のうち主なもの|ま 扶養手当、脾整手当、通勤手当、住居手当などで、退職手当
はきまれていません

職員の平均給料月額、平均 給与月額、および平均年齢の状況 ( 10年4 月1 日現在)

*一般行政職とは、一般事務、主木陝術、保田等の職員です。妓能労務珮とは、自動槊遭転、一
般作業、給食調理辱の職員です
*平均給料月額は、本給のみの平均月額です。平均給与月額は、碍料に扶養手当、譎整手当、通
動手当などの諸手当をきんだ平均月観です*国の平均給与月額は、公表されていません

職貝の初任給の状況 ( 10年4 月1 日現在)

職員 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (旬年4 月1日現在)

*鰹験年嬢とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、探用後の年数をいいi す

一般行碧羅の級別職員数の状況 ( 10年4 月1 日現在)

*足立区の給与粂例に基づく晒科表の級区分による職員数です
*康準的な職務内容とは、それぞれの吸に該当覃る代衣的な廠易です

( 職員手当の状況) ( 句年4 月1 日現在) 昇給期間短縮の状況

( 廠 員 手 当 の 状 況) -

( 皿 員 手 当 の 状 況) 　

一一 一

特別職の報酬等の状況 ( 恒年4 月1 日現在)

定員( 職員数) の状況 (各年4 月1 日現在)

* ● 糲 数は 、 一l l こ 羈 苓 るl ● 霰 で あ り 、 晒 方 公 務 回 の 身 分 を 保 有1 る 休　

● 唇 、 麥● ● 攬な ど を き み、 矚騎 ま た は 刹 嗜 朧 獎 を 鯵い ていSI

足 員通畦化卜 疆の年 次別 遭捗状況( 実簑) の概買　( 5 年4 月? 日現在)

* 計l 朞澗 瀛 平成9 年産か511年産の3 年喬で 覃

貫平成9 年度 か510年麦al 猟 遭成駒& 目帚23a人の重戻% です

職員の勤務条件等

● 員の勤哀時胃は、原則として週休2 日制により週旬萄同で、

土圜・日嗟日が休みです( 保胄麕や図● 館など、土曜一日曜日に

開庁している難圃は、別の日に休みを定めています)。

1年間に20日の有韜休黯のほか、慶弔休暇、妊娠・出産休糎、

育児休業を設けるとともに。研修、蕁生聨・膕度などを実腸して

い李す。

定員適性化計画の数値目張および進捗状況

11寶 買 適 性 化 の 目 標

区 は 、 足 立 区 行 取改 盾 大 綢 に 基 づ き 、 平 成3 年 度 が　

ら8 年 度 の6 年 胃 に 総 職 員 数 の111s ( 522 人) 剛 威 目 標　

黔 疆 を 累 定 し 、4 脆 人 の 吏 徼 を 随 濺し まし た 。ま た 、9　

年 度 が ら11 年 度 の3 年 間 に5%( 236 人) を 陲 減 可 る 秕

画 を 足 め 。9 年 慶・匐 年 度 の2 ヵ 年 で 、151 人 の 定 麋を　

削 籏 し まし た 。

こ う し た 取 り 組 み の 駟 欒 、 昭 和57年 慶 に5853 人 で

あ っ た 定 皿 が 、 坏 成 句 年 皮 で は41 如人 と な っ て い ま

覃( 1273 人 、217%*)

s だ 、麹 員1 人当 た り の サ ー ビ ス 人 口( 人 口/ ● 員) 　

は 、足 立 区 が147
◎ a
人 、23 区 平 均 がl a ヨ。9人 と なっ て い

ま す 。

a 定 員 適 姓l 匕手 法の 概 璽

定 員 適 性 化 を 推 進 す る た め 、区 施 設の 啻 遡 委 託 や 李

・ 校 紡 食 のi ! ・ 婁 鹿 を す す め て い ま 耀 。 ま た 、 事 嘉 のo　A

化 や 事 麹 篳 篥 の 見目 し をl i つ て い ま・ 。

区 の 徊 瞻 も 。 趙 年 見 酉し を 行い 躙 素 で 効 串 的 な 組 織

を 目 指 し てい ま 耀 。

定員 適性化計画 の年次別進捗状況( 実績) の内訳
£皿

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
モ
デ
ル
事
業

足
立
区
で
は
東
京
都
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
、
区
内
3
ヵ
所
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
対
象
に
、
1
1
年
3

月
ま
で

施
設
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
モ

デ
ル

串
業
を
実
施
し
奪
T

。

こ

の
甲
業
は

、
1
2
年
度
か
ら

始

ま
る
介

護
保
険
制
度
へ
向
け
て

、

利
用
者
・
施
設
・
区
が
協
力
し
あ
っ

て
。
よ

り
よ
い
施
般
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
や

そ
の

ご
家
族
か
ら
の
ご
意
見
・
こ
要

饕
な
ど
を
、
福
祉
や
法
律
の
専
門
豪

(
施
設
オ
ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
)

が
そ

の
方
に
か
わ
っ
て
施
股
や
区
に
働
き

か
け
を
す
る
も
の
で

す

。

※
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
併

般
施
般
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
も

伺
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

台
わ

せ
く
だ
さ
い

対
象
施
般
―

特
別
費

謾

衆
人
ホ
ー
ム
さ
の
/

扇
/
足

立
翔

裕
菌

問
先
―
高
齢
嘔
祉
計
画

保
ま

た
は
施
般
運
営
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹▲ 足立翔裕圜

紙
門
松
の
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

省
賢
源
運
励
の
一
環
と
し
て

作
成
し

て
い
る
紙
門
松
は

、
町
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
各
ご
家
庭
に
お
配
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
1
2
月
2
5
日
号
の

「
あ

だ
ち
広
報
」
(
本
紙
)
と
一
楯
に
お

配
○

し
ま
し
た
。

な
お
、
紙
門
松
は
区
民
事
務
所
の

窓

口
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
乖

元
に
届
か
な
い
場
ら
は
、
お
手
数
で

す

か
最
寄
り
の
区
民
事
筋
所
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
問
先
=

あ
し
た
の
足

立

を
つ
く
る
区
民
協
議
会
S

務
局
(

地
域

振
興
課
彎
成
係
)

き
(
1
8
0
)
5
1
1
1

㈹

大みそか
あれこれ

豆
辞
典

一
年
の
最
後
の
日
で
あ
る
大

み
そ
か
に
は
。
い
ろ
い
ろ
な
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私

た
ち
に
身
近
な
も
の
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

掃

納

一
年
の

最
後
に
。
普
段

手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ

ま
で
念
入
り
に

掃
除
を
す

る
こ
と
。
元
日
は

。「
禰
を
掃
く
」
と
掃

除
夸
す
る
こ
と
が
忌
み
廡
わ
れ
て
い
る

の
で
、
大
み
そ
か
の
大
柵
除
で
一

年
の

す
す
を
払
い

、
気
持
ち
の
い
い
新

年
を

迎
え
ま
す
。

年
の
夜

大
み
そ
か
の

夜
の
こ
と
。
除
夜
と
い

う
言
葉
か
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ

!

り
Fよ
C
j
l
l

か
に
年
の
晩
、
年
一
夜
、
畭
夕
な
ど
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

年

の

湯

一
年
最
後
の
大
み
そ
か
の
夜
に
入
浴

す
る
膓
の
こ
と
で

、「
除
夜
の
湯
」と
も

い
い
ま
す
。
年
の

薦
で
一
年
間
の
か
ら

だ
の
よ
ご
れ
を
豸

と
し
て

、
思
い
出
を

振
n
逅

つ
て
み
て

は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
。

晦
日
蕎
麦

大
み
そ
か
恒
例
の
r

年
越
し
そ
ぱ
」

の
こ
と
。
こ
の
霽
慣
が
広
ま
っ
た
の
は

江
戸

時
代
以
後
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ぱ
は
「
細
く
長
く
」
と
い
う
こ

と
か

ら

、縁
起
が
い
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

年
守
る

大
み
そ
か
の

夜
に
眼
石

ず
に
夜
変
明

か
し
て
行
く
年
、
来
る
年
を
静
か
に
見

守
る
こ
と
。
一
家
団
兄

哭

、
仕
事

に
汗
水
概
し
て
い

る
人
、
初
も
う
で
に

出
か
け
て
い
る
人
な
ど
色
々
で
す
か

、

皆
さ
ん
は
回

を
し
て

い
る
で
し

ょ
う

か
。

柬
こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
ほ
ん
の
一
部

で
す

。
年
末
年
始
の
お

休
み
を
利
用
し

て

。
家
族
で
大
み
そ
か
に
つ
い
て
膺
べ

て
み
る
の
も
楽
し
い
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
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催
し
物
ガ
イ
ド

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
博
物

館
で
映
画
を
上
映
し
ま
す

。

日
時
1
1

月
9
日
出
、
午
前
1
1
時
～

内
容
9

「
お
正
月
の
再
発
見

」(
6
0分
)
・
:
正
月

を
考
え

、慣
習
行
事
を
解
説
す
る
/
「
お

雑
煮
さ
ま
ざ
ま
ふ
る
さ
と
さ
ま
ざ
ま

」　

命

分
)
・
:
各
家
の
お
雑
煮
か
ら
郷
土

意
識
を
み
る

□
初
釜
の
会

日
程
-
1
月
狛
一
日
囲
内
容
―
▽
初
釜

の
会
:
小
林
仙
利
社
中
に
よ
る
お
点
前
　

(
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時
)
▽

謡
曲
…
足
立
謡
曲
連
盟
(

午
前
1
1
1
1

一
時
3
0

分

、
午
後
1

時
3
0分
)

▽
郷
土
芸
能

鑑
賞
今
:
五
反
野
祭
囃
子
保
存
会
、
葛

西
ぱ
や
し
佐
野
保
存
会
(
正
午
、
午
後
1

時
)

-

い
ず
れ
も
卜

費
用
=
無
料

場
・
問
先
―
郷
土
博
物

館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

新
春
・
千
寿
七
福
神
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

で
す
。ご
家
族
・
仲
間
ど
う
し
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。日
時
=
1
月
4
日
茆
、

午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
受
付
(
随

時
出
発
)

※
荒
天
中
止

集
合
場
所

a
千
寿
小
学
校
(
千
住
―
-
2
5
1
1
)

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

方

費
用
=
人
1
0
0円

申
込
=
i
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
、
当
日
直
接
軣

』

場
所
へ

問
先
=
体
育
振
興
係

冬休み
子どものつどい

日
時
儿
一一
月
2
5日
ぶ

対
象
=
小

学
生
、
幼
児
(
保
護
者
同
伴
)
内

容
=
「
小
さ
い
お
う
ち
」、「
ぞ
う

の
エ
ル
マ
ー
」示
さ
い
劇
場
段
ボ

ー
ル
シ
ア
タ
ー
)

上
演
劇
団
=

劇
団
風
の
子

費
用
=
無
料

定

員
=
1
0
0人(
先
着
順
)

場
・
申

・
問
先
=
中
部
児
童
館
老
人
館

登
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

七
草
が
ゆ
の
つ
ど
い

日
程
=
1
月
8
日
宙
内
容
=
七
草
が

ゆ
を
調
理
・
試
食
(
午
前
1
0
時
4
5
分
～

H
時
4
5
分
)
、ゲ
ー
ム
大
会
(
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
)
対
象
―
幼
児
(
保
護

者
同
伴
)
、児
童
、一
般

定
員
-
1
0
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

場
・
問

先
―
西
部
児
童
館
老
人
館

登
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

暮
ら
し
の
中
の
生
命
と
自
然

幸
せ
と
は
何
か
。
消
費
だ
け
に
支
配

さ
れ
な
い
人
間
的
な
豊
か
さ
と
は
何
か

・
・
・
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
自
然
と
の
深

い
か
か
わ
り
に
迫
り
ま
す
。
日
時
a

1
月
2
2
日
宙
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時

3
0分

場
所
I
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

対

象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

講
師
=
内
山
節
氏
(
哲
学
者
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
り
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
1

゛
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
3
月
号

投
稿
募
集

テ
ー
マ
…
「
学
校

」

入
学
・
卒
業
そ
し
て
様
々
な
行

事
、
ま
た
通
学
中
で
の
こ
と
な
ど
、

学
校
に
関
す
る
投
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
既
に
卒
業
さ
れ
た
方
、
ま
た

現
在
学
校
に
通
っ
て
い
る
方
の
思
い

な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
選
考

の
う
え
掲
載
し
、
掲
載
さ
れ
た
方
に

は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申

込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
。

電
話
番
号
を
記
入
し
4
0
0字程
度
に
ま

と
め
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
1
月
1
8日

申
・
問
先
―
広

報
係

〒
閇一
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例
申
込
・
』・申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

。
'場
・
申
・
問
先
・
:
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
1
5
日
嵐
、
午
後
1
蒔

3
0
分
(
午
後
O
時
3
0
分
受
付
開
始
)

場
所
‥
l
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
蔚

東
口
下
車
徒
歩
5
分
)
対
象
=

昭
和
5
3
年
4
月
2
日～
昭
和
5
4
年

4
月
1

日
生
ま
れ
の
方

※
案
内

状
黔
痔
参
の
う
え
。ヽ
に蔘
加
く
だ
さ

い
。
自
動
車
で
の
来
場
は
お
断
り

し
ま
す

問
先
=

青
少
年
課
調
整

係

図 書 館

貸し出しベスト10
〇区内図書館11 月分あ

だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

水せり
本
木
地
域
を
中
心
に
、

水
せ
り
と
よ
ぱ
れ
る
独
特

な
せ
り
の
栽
培
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
せ
り

は
、
せ
り
田
と
よ
ば
れ
る

觀
の
よ
う
な
水
田
で
栽
培
さ
れ
る
も
の

で
、
茎
が
6
0
`
ほ
ど
に
も
長
く
伸
び
、

冬
の
寒
い
時
期
に
収
穫
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。
せ
り
田
は
本
木
堀
、
西
新
井

堀
の
用
水
路
に
接
す
る
形
で
開
か
れ
て

お
り
、
冬
期
で
も
水
を
使
い
や
す
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

せ
り
栽
培
の
歴
史
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
弘
化
三
年
(
1
8
4
6

年
)
に
、
大
水
に
よ
っ
て
せ
り
が
被
害

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

お
り
、
近
世
後
期
に
は
す
で
に
盛
ん
に

栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
様
の
せ
り
の
栽
培
は
東
京
周
辺
地

域
に
は
な
く
、
春
の
植
物
で
あ
る
せ
り

が
、
冬
期
に
収
穫
で
き
る
た
め
、
と
く

に
年
末
か
ら
新
年
に
は
。
季
節
を
先
取

り
す
る
青
物
と
し
て
都
心
部
の
人
々
に

珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
本
木
地
区
の
農
家

は
独
占
産
地
と
し
て
大
変
な
高
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

寒
い
季
節
に
せ
り
田
の
な
か
に
入
っ

て
作
業
を
す
る
た
め
に
。
セ
リ
ツ
ミ
タ

ン
ゴ
と
よ
ば
れ
る
足
に
履
く
裲
の
よ
う

な
農
具
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
冷
水
で
凍
え
た
手
指
を
暖
め
る
た

め
の
、
テ
ブ
ロ
と
よ
ば
れ
る
小
型
の
風

呂
桶
の
よ
う
な
農
具
も
使
用
さ
れ
ま
し

た
。長

く
市
場
を
独
占
し
て
い
た
本
木
地

域
の
せ
り
栽
培
で
し
た
が
、
地
域
の
都

市
化
が
進
み
、
用
水
の
利
用
が
難
し
く

な
っ
て
、
茨
城
県
な
ど
に
強
力
な
後
進

の
産
地
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
せ
り

田
は
、
宅
地
や
畑
へ
と
変
え
ら
れ
、
特

徴
的
な
本
木
の
水
せ
り
栽
培
も
終
わ
り

を
告
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
郷
土
博
物
館
で
は
、
伝
統
技
術
記
録

ビ
デ
オ
「
本
木
の
せ
り
つ
く
り
」
を
製

作
し
て
い
ま
す

八
郷
土
博
物
館
V

セ
リ
ツ
ミ
タ
ン
ゴ
を
は
い
て
の
せ
り
の

収
穫

昭
和
4
2年

石
坂
満
氏
撮
影

掲
示
板

□
年
末
年
始
テ
ニ
ス
講
習
会

▽
硬
式
テ
ニ
ス
日
時
瓦
‥
‘
月
3
0
日
團

～
1
月
3
日
n
、
午
前
1
0
時～
午
後
4

時
(
1
月
1
日
は
午
前
1
1
1
1
時～
午
後
4

時
)

場
所
=
竹
の
筱
第
六
公
園
・
上

沼
田
東
公
園

対
象―
区
内
在
住
・
在

勤

費
用
=
5
0
0円

申
込
‥
l当
日
会
場

へ

問
先
=
庭
球
協
会

豐
(
3
8
9
了
)
5
4
3
8

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
時
=
1
月
1
日

窗～
3
日
剛
、
午
前
1
0
時～
午
後
4
時
　

(
1
日
は
正
午
～
)

場
所
i
千
住
ス

ポ
ー
ツ
公
園

対
象
9
区
内
在
住
・
在

勤

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
当
日
会
場

へ

問
先
=
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

a
(
3
8
8
8
)
3
7
0
(

○

□
芻
男
女
平
等
を
考
え
る
都
民
会
議

日
時
等
=
1
月
1
8日
照
、
東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
・
2
4
0人
、2
月
2
日
㈹
・

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
1
9
0人
、

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
1
時
3
0分
～
午

後
4
時
、/
2
月
8
日
照
・
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ
・
1
5
0人

内
容
=
東
京
都
男
女

平
等
推
進
基
本
条
例
へ
の
意
見
発
表
な

ど

期
限
1
1
月
H
日
消
印
有
効

申
込
‥
j
(ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
希
望

会
場
、
保
育
(
I
歳
以
上
の
未
就
学
児
)

・
手
話
通
訳
希
望
の
有
無
を
明
記

申

・
問
先
―
都
・
女
性
計
画
課
都
民
会
議

担
当

〒
1
6
3
・
8
0
0
人
番
号
の
み
)
　

登
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

□
第
2
回
「
綾
瀬
生
涯
セ
ン
タ
ー
付
属

発
達
障
害
研
究
所
セ
ミ
ナ
上

日
時
=
1
月
1
7日
剛
、
午
後
1
時
～

5
時

場
所
l

生
涯
学
習
館
(

東
綾
瀬
I
T

目
)

対
象
―
障
害
者
の
福
祉
・

教
育
機
関
職
員
お
よ
び
保
護
者

定
員
=
8
0

人

費
用
―
無
料

申
込
=
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1

月
1
1
日

申
・
問
先
―
綾

瀬
生
涯
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0・
0
0
0
5

綾
瀬
6
-
1
4
-
4

登
(
3
6
0
6
)
7
0
9
9

□
「
綾
瀬
荘

」
管
理
人
募
集

対
象
=
1

月
中
旬
か
ら
入
居
可
能
な
妻

宍
帯
者
(

結
婚
予
定
を
含
む
)

で

、
配

偶
者
が
家
事
専
従
者
で
あ
る
こ
と

内

容
1
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び
平
日
の
午

後
5
時
1
5
分
～
翌
朝
8

時
3
0
分
ま
で
の

施
設
管
理
、
緊
急
時
の
通
報
等

申
・

問
先
―
綾
瀬
荘
(

社
会
福
祉
施
設
)
　
　

登
(
3
6
0
5
)
0
1
4
0

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
4

月
入
校
生

募
集

内
容
=
昼
間
部
・
:
電
子
工
事
科
・
電
子

工
学
科
・
木
工
科
・
塗
装
科
・
ビ
ジ
ネ

ス
経
理
科
・
ト
レ
ー
ス
科
・
タ
イ
ル
施

工
科
・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
/
夜
間

部
…
木
工
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
経
理
科
申

込
期
間
=
1
月
1
9
一
日
叫
～
2
月
5
日
宙

申
・
問
先
―
都
立
足
立
技
術
専
門
校
　

登
(
3
6
0
5
)
6
1
4
(

り

□
荒
川
さ
く
ら
街
道
・
桜
守
(
桜
の
里

親
)
募
集
中
(
2

月
2
0
日
ま
で
)

あ
な
た
の
植
え
た
桜
に

、
あ
な
た
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
ま
す

。

植
樹
場
所
=

荒
川
堤
防
江
北
二
丁
目
地

先

会

費
=

初
年
度
1
0
1

万
8

千

円
、
翌
年
以
降
1
0
3

千
円

後
援
=

足
立
区

、
東
京
都
、
建
設
省
ほ
か

※

申
込
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=

荒
川
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

a
0
4
8
(
8
8
5
)
3
3
5
8

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る

こ
と
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

▼
1
月
3
日
旧
一
ツ
家
・
東
栗
原
団

地
午
前
珀
一
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
1
5
0
区
画
/
出
店
料
O
円
～
2
千

円
/電
話
/矢
崎

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0
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く

ら

し

の情報

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

□
お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
(
自
助
払

込
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

金
融
機
関
の
窓
口
が
混
ん
で
い
て
、

長
時
間
待
た
さ
れ
た
。
忙
し
く
て
つ
い

納
め
に
行
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
納
期
ご
と
に

口
座
か
ら
自
励
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
手
間
も
か
か
ら
ず
安
心
で
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
S
を
持
参

申
先
―
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、ま
た
は
区
担

当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=
▽
特

別
区
民
税
・
都
民
税
・
:納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:
国
民
健
康
保
険

課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料

…
国
民
年
金
課
保
険
料
係

(仮
称
)
汐
留
八
街
区
、B
街
区

、C
街
区
開
発
事
業

環
境
影
響
評
価
書
案
の
公
聴
と
公
述
人
の
募
集

□
公
聴
会

日
時
=
2
月
1
0日
團
、
午
後
1
時

場

所
=
赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
(
港
区
赤
坂
4
1
1
8
-
1
3
)

定
員
=
9
人
程
度
(
先

着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
公
述
人
が
い
な
い
場
ふ
I、
公
聴
会
は

閧
催
し
ま
せ
ん

□
公
述
人
の
募
集

定
員
=
2
5人
程
度
(
抽
選
)

申
込
=

申
出
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

事
業
名
、意
見
の
要
旨
(
崩
字
以
内
)

を
記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
期
限

-
1
月
8
日
～
2
2
日
(
消
印
有
効
)

申
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
j
　
　

-

い
ず
れ
も
に卜
に

問
先
=
都
・
環
糲
影一
評
価
審
査
室
　

き
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

区
・
環
境
課
調
整
係

1月の国民年金の相談と説明会
田民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じ ます。

緑
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

第
1
2期
緑
の
協
力
員
募
集

区
で
は
地
域
で
の
緑
化
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方
「緑
の
協
力
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。対
象
=
緑
に

深
い
関
心
を
も
ち
、区
の
緑
化
施
策
に

協
力
し
、積
極
的
に
自
主
活
動
で
き
る

方
2
0
歳
以
上
で
区
内
に
1
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
の
職
員
で
な
い
方
公
職
選
挙
法

に
よ
る
公
職
及
び
議
会
の
同
意
を
必
要

と
す
る
職
に
な
い
方
※
緑
に
関
す
る

知
識
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
内
容
―

区
内
の
身
近
な
緑
の
調
査
、紹
介
連

絡
会
議
へ
の
出
席
(
主
に
平
日
の
昼
間
)
　

任
期
I
H
年
4
月
1
日
～
1
3
年
3
月

3
1日

定
員
1
2
5
人

申
込
I
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

、
生
年
月

日
、
性
別

、
職
業
、「
や
っ
て
み
た
い
活

動

」ま
た
は
「
緑
に
つ
い
て
思
う
y
」と

」

を
記
入

期
限
=
1

月
2
5
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

干
1
2
0
-
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

都
市
計
画
の

縦
覧
を
し
て
い
ま
す

区
で
は
、次
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
、

変
更
し
ま
し
た
。

□
東
京
都
市
計
画
西
新
井
一
団
地
の
住

宅
施
般
(
公
団
西
新
井
第
二
団
地
)

区
域
=
西
新
井
二
丁
目
地
内

告
示
日
=

口一
月
1
日

縦
覧
場
所
・
問
先
a
都

市
計
画
課

平
成
1
0・
1
1年
度
版

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

の
訂
正
と
お
わ
び

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
関
係
者
な
ら
び
に
利
用
す

る
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
こ
こ
で
お
わ
び
し
、町
正
し
ま
す
。

A
広
報
課
V

平成10・11年 度版わ たし の便利帳正誤表

足
立
区
地
域
振
興
券

(商
品
券
)
が
支
給
さ
れ
ま
す

区
か
ら
、
若
い
親
の
子
育
て
を
支
援

し
、あ
る
い
は
老
齢
福
祉
年
金
の
受

給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
く
し
、
個
人
消
費
の
喚

起
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
期
間
を
限
定
し
て
使

用
で
き
る
足
立
区
地
域
振
興
興
券
(
商

品
券
)
を
1
月
中
旬
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
の
方
は

支
給
さ
れ
る
対
象
は
、
平
成
H
年
1

月
1
日
(
以
下
「
基
準
日
」)に
、
次
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
方

▼
「
基
準
日
」に
満
1
5歳
以
下
の
方
(
昭

和
5
8年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
外
国
人
登
録
法
第
4
条
第
1
項
に
規

定
す
る
永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
を

含
む
)
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

▼
「
基
準
日
」
に
お
い
て
平
成
H
年
1

月
分
の
、
次
の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た

は
手
当
を
受
給
す
る
事
が
で
き
る
方

(
1
)老齢
福
祉
年
金
(
2
)障
害
基
礎
年
金

等
(
3
)障
害
年
金
(
4
)遺
族
基
礎
年
金

等
(
5
)母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
ま
た

は
遺
児
年
金
(
6
)児
童
扶
餐
手
当
(
7
)

障
客
児
福
祉
手
当
ま
た
は
特
別
障
害
者

手
当
(
8
)特
別
児
童
扶
養
手
当
(
9
)原

爆
被
爆
者
諸
手
当

※
た
だ
し
(
2
)、(
4
)

の
一
部
お
よ
び
(
3
)、(
5
)の方
は
1
0年
度

分
の
住
民
税
が
非
課
税
〔
注
I
〕の
方

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

(
1
)
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
(
2
)生
活
保
護
法
に
規

定
す
る
被
保
護
者
(
3
)社
会
福
祉
施
設

へ
措
置
入
所
さ
れ
て
い
る
方
(
4
)
6
5歳

以
上
で
養
霞
受
託
者
に
委
託
さ
れ
て
い

る
(
5
)ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
援
護
を
受
け
て
い
る
方

▼
「
基
準
日
」
に
6
5歳
以
上
(
昭
和
9

年
1
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
1
0

年
度
分
の
住
民
税
の
所
得
創
が
非
課

税
〔
注
1
〕の
方
で
、
在
宅
で
基
準
に
該

当
す
る
6
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
や
痴
ほ

う
の
方

▼
「
基
準
日
」
に
6
5歳
以
上
で
1
0年
度

分
の
住
民
税
が
非
課
税
〔
注
―
〕の
方

〔
注
1
〕被
扶
養
者
の
場
合
は
、
そ
の
扶

甓
者
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
1
0年
度
に
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
を

交
付
さ
れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
す

交
付
支
給
額
は

―
人
に
つ
き
2
万
円
で
す
。た
だ
し
、

複
数
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
2

万
円
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

地
域
振
興
券

(商
品
券
)
と
は

額
面
が
千
円
券
の
2
0枚
つ
づ
り
で
、

切
り
離
し
て
利
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

次
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
の
際
に
は
つ
り
銭
は
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。

▼
他
人
に
譲
渡
等
で
章
ま
せ
ん
。

▼
交
付
さ
れ
た
本
人
や
代
理
人
し
か
利

用
で
膏
汲
せ
ん
。

▼
有
価
証
券
・
商
品
券
・
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
等
の
購
入
に
は
僅
疋
ま
せ
ん
。

申
請
・
支
給
方
法
、

利
用
店
舗
等

申
請
方
法
・
支
給
方
法
お
よ
び
利
用

店
舗
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
広
報
な
ど

で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、「
基
準
日
」現
在
区
内
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
交
付
日
ま
で
に
足
立
区

外
に
転
出
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
転
出
の
際
に
「
地
域
振
興
券
未
受

領
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

区
内
の

事
業
所
の
方
へ

地
域
振
興
劵
(
商
品
券
)
を
支
給
す

る
に
あ
た
り
、で
き
る
だ
け
多
く
の
事

業
所
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
一
部
対
象
外
に
な
る
業
種
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
雲
£
願
い
い
た

し
李
歹
。
お
店
な
ど
で
利
用
さ
れ
た
地

域
振
興
券
の
処
理
や
換
金
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
後
日
広
報
な
ど
で
く
わ
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
地
域
振
興
券
相
談
コ
ー
ナ
ー

魯
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

平
成
1
0
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
7
人
が
受
章

平
成
1
0
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ

。
区
関
係
で
1
7
人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い

、
区
で
は
D
一
月
1
5
日
に
受
章
者
を

お
招
き
し
て

、
永
年
に
わ
た
る
社
会
へ

の
功
労
に
対
し
感
謝
し

、
祝
福
し
ま
し

た

。
今
回
の
受
章
者
は
、
次
の
方
々
で

す

。(
敬
称
略
)

□
叙
勲
受
章
者

▽
勲
四
等
瑞
宝
章
・
:
糸
林
芳
彦
(
7
0
歳
)

▽
勲
五
等
双
光
旭
日
章
…
阿

部
清
司

(
7
0歳
)

・
石
井
啓
一
(
7
0
歳
)

▽

勲
五
等
瑞
宝
章
・
:
青
木
忠
治
(
7
0
歳
)

・
小
椋
艮
治
(
8
6
歳
)
・
多
田
か
つ
(
7
8

歳
)

・
本
間
静
江
(
7
6
歳
)

・
八
木
薫

子
(
7
6
歳
)

▽
勲
六
等
単
光
旭
日
章

…
佐
々
木
芳
信
(
6
5
歳
)

▽
勲
六
等

瑞
宝
章
・・・
榎
本
秀
男
(
6
9
筬
)

・
岡
村

友
次
郎
(
6
5
歳
)
・
梶
和
一
(
7
1
歳
)

▽
勲
七
等
青
色
桐
葉

章
・・・
西
澤
俊
永

(
7
4歳
)

□
褒
章
受
章
者

▽
黄
綬
寝
章
…
井
上
信
男
(
6
5
歳
)

・

宇
留
野
庚
男
(
7
1
歳
)
・
柳
川
弘
司
(
6
0

歳
)

▽
藍
綬
褒
章
…
坂
田
甚
蔵
(
8
4

歳
)

A
総
務
課
v

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。
掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

=
催
し
物
=

★
第
5
回
足
立
牛
。
ズ
ク
ーフ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト

ー
月
2
4日
面
、
午
後
冫
時
開
演

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー

子
供
向
け
の
歌

と
劇

前
売
り
券
大
人
千
円
、
子
供
5
0
0

円

当
日
券
大
人
千
揃
円
、
子
供
崩
円

※
2
歳
以
下
無
料

中
澤

昔
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

★
「梧
ら
い
と
出
会
い
の
時
間
」～
私

と
仕
事
～
1
月
～
2
月
の
毎
週
火
臓

日
(
1
月
…
午
後
6
時
4
5
分
～
8
時
4
5

分
、
2
月
…
午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分
)

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

仕
事
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
す

区
内
在
住
・
在

勣
の
女
性
、1
5人

樋
渡

霖
(
3
8
9
8
)
5
5
1
4

=
募

集
=

★
足
立
中
国
語
学
習
会
(
初
級
者
)

毎
週
土
昭
日
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時

3
0分

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か

入
会

金
3
千
円
、
月
額
3
千
円

猪
瀬

酋
(
3
8
4
0
)
8
3
3
8

★
ギ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

午
後
2
時
～

4
時
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
成
保
筱
セ

ン
タ
ー
ほ
か
月
額
2
千
瞋
円
松
本
　
　
　
　

豐
(
3
8
5
0
)
2
9
7
5

★
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ギ
ル
ド
「
ロ
グ
キ
ャ

ビ
ン
」
毎
月
第
1
・
2
・
4
月
曜
日

午
前
1
0
時
～
正
午
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
レ

ッ
ス
ン

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か

月

額
2

千
7
0
0円

小
島

豐
(
3
8
9
8
)
4
0
6
Q
`

★
フ
ー
フ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「絵
夢
」

月
1
回
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午

ま
た
は
午
後
2
時
～
4

時

舎
人
5
-
5
-
1
1

四
季
の
花
の
ア
レ
ン
ジ
指
導

月
額
4

千
円

牧

昔
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
英
会
話
サ
ロ
ン
毎
週
土
曜
日
、午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
英
会
話
、情
報

交
換

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か

月

額
3

千
瞋
円

永
見

昔
(
3
8
5
7
)
1
8
7
Q
)

★
足
立
ク
ラ
ブ
(
野
球
)

土
曜
日

月
額
千
瞋
円

昭
和
1
5
年
4

月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

還
暦
野
球
連
盟
の

大
会
参
加

鈴
木

S
(
3
6
2
9
)
5
0
2
9

★
に
し
あ
ら
い
ヨ
ー
ガ
毎
週
火
曜

日
、
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分
ど
な
た

で
も

西
新
#
1
-
1

水
幸
ビ
ル
4

階

滝
田

昔
(
3
8
9
8
)
3
0
8
0
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あ
だ
ち
再
生
館

第
2
回
地
球
に
や
さ
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
エ
夫
展

作
品
・
ポ
ス
タ
ー
・
ア
イ
デ
ア
募
集
!

地
球
に
や
さ
し
い
と
は
、
ゴ
ミ
を
減

ら
す
こ
と
。
捨
て
て
し
ま
え
ば
ゴ
ミ
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
再
利
用
を
す

る
。
そ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
内
容

=
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
…
作
品
/
ポ

ス
タ
ー
/
ア
イ
デ
ア
(
文
章
・
カ
ッ
ト

な
ど
)
受
付
日
時
=
3
月
2
日
～
7

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
申
込
=

題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
凡
持
参

申
・
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0
1
0
0

1
1
中
央
本
町
2
1
9
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
9
8
0つ
乙

花だより
黒鉄黐

こ
の
名
は
、
枝
や
葉
が
黒
み
が
か
っ

て
い
て
、葉
が
乾
く
と
黒
褐
色
と
な
り
、

鉄
を
運
想
さ
せ
る
こ
と
に
由
来
に
¥
チ
。

茨
城
県
以
南
の
山
野
に
生
え
て
い
ま

す
が
、
公
園
や
街
路
樹
、
民
家
の
庭
に

も
よ
く
値
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
関

西
以
西
で
は
庭
園
樹
と
し
て
昔
か
ら
利

用
さ
れ
て
煮
ま
し
た
。

雌
木
と
雄
木
が
あ
り
、
6
月
ご
ろ
花

が
咲
き
ま
す
。
雌
木
に
は
1
0～
1
1月
に

枝
い
っ
ぱ
い
に
赤
い
実
が
つ
き
、
美
し

い
姿
を
見
せ
て
ぐ
れ
ま
す
。
木
の
皮
は

染
料
に
利
用
さ
れ
、
ト
リ
モ
チ
も
採
り

ま
す
。

ま
た
、黄
色
い
実
の
な
る
も
の
は
ぶ

ミ
ノ
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
"
と
い
い
ま
す
。

千
葉
県
市
原
市
や
鴨
川
市
に
は
、
高

さ
2
0
mに
も
お
よ
ぷ
巨
木
が
あ
り
ま

す
。
A

公
園
緑
地
課
V

難

難

…

齢

琵

卜

愉
江

い
}……
……………

五
感

回

遊

瘟
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

・の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

あだちカレンダー 1 月
☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

小・中 学生のいじ め相談
月暘日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

253880 ―5577< 学校教育部指導室内)

学 び の 情 報 を 電 話 で キ ャ ッ チ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています O. A. K280, 000


